
・環境先進都市に向けた取組の推進
プラスチックごみ削減にむけスマートライフスタイ
ル大賞最優秀賞を受賞した富士通株式会社川崎
工場の取組をモデルとし、環境意識の醸成や環
境配慮行動を重視し、職員への意識啓発を行うこ
とが確認されました。

・ヘイトスピーチ対策
「解消法」成立以降、ヘイトスピーチは「なかっ
た」と市が明言。しかし、「不適切な言動」ありと。
罰則条例制定の意向の理由を、市長は「本市は立
法事実ともなったデモが行われ、今なおそのよう
な行為が再現されかねない事象が継続している
『地域の実情』がある」為と答弁しました。今後と
も文教委員会等で議論していきます。

・東京2020オリパラに向けた誘客
現在、多言語によるホームページやＳＮＳ活用等、
情報発信をしており、今後、日本在住の外国人向
けに、カワサキハロウィンや工場夜景の鑑賞、川
崎大師での体験を合わせたモニターツアーの実
施により、インバウンド対策をするとともに、多言
語でのイベントカレンダー製作や表示の充実等行
うとのことです。

　令和元年第４回定例会において、斎藤伸志
副団長が、９月１１日、代表質問を行いました。
　保育事業費や高齢者対策費の増加に伴い膨
らみ続けている「扶助費」について市の見解を
伺いました。940億円（Ｈ30）→1200億円（Ｒ
9）と予測されており、その上限の見込みを質問
し、「上限を見込むのは困難（財政局長）」との
答弁でした。理由として「長期にわたる客観性
のあるデータを確保できない」
「今後の制度変更が想定し難い」とのことで
す。安定した財政運営に向けしっかりとした健
全化計画の構築は必須です。
　今後の財政運営等についての質問も行いま
した。ふるさと納税による減収や３年連続で
普通交付税の「不交付」継続、減債基金から
133億円の活用、令和2年度は90億円の収支
不足になる見込み等、厳しい財政運営になっ
ています。「必要な施策・事業の着実な推進と
財政の健全化による持続可能な行財政基盤の
構築の両立に向けた取組が必要と考える（財
政局長）」とのことで、市は人口増加や景気の
上向きによる増収に頼るばかりではなく、より
厳格な姿勢で財政健全化に臨むよう求めてま
いります。

令和元年 川崎市議会定例会第4回
ご報告9月議会

決算審査特別委員会　総括質疑

億円単位

扶助費
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社会福祉

老人福祉
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児童福祉 610 688 757 831 931 987

生活保護 600 598 602 604 596 591

その他 53 50 53 55 72 77

災害 53 50 53 55 72 77

衛生 0 0 0 0 0 0

教育 0 0 0 0 0 0

割合 24.3% 25.5% 26.3% 24.8% 25.6% 25.8%

予算額 6,171 6,189 6,390 7,088 7,366 7,591
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